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【まを上のご注意】 

♦ご保用になる巧に安を上のご注意を搜< お読みにな y 正しくお度いください。 

♦ここに示した注意事巧は、ず5ないと、人身事がや物的損害、火没に結びつく重大な内容を K 載 
していまず。 

♦読み巧わったあとは、お使いになる方がいつでち見られる場所に保管してください。 

♦本错を譲巧される際は、おず职の说巧室を巧けてお巧しください。 

•表示と意ほ 


A 含ち 

话用を旧違った场合に、人が死亡、または、重なを資5危巧•物的損害•火災の危険性が想定 
される巧咨を羡 K していまず。 


A 注怠 

使用を田違った场をに人が巧害を負5危険性-物的損害め発ちが想定されるの資を羡おして 
います。 


《也注意の相に品載した事巧でち、巧況によっては重大なま®におびつくち険性びあ y ます。 

巧をにご使用していただくために、いずれの注意ち必ずおず y ください。 

X 取の上のを PS についてずべてのだ巧をぞ測ずることはできません。ここに拓載した;ち意事巧がタト 
にち巧巧な S 慮をしてご店用ください。 


回 

苗号の巧 

図拓号の意味 

S) 

禁止 

行為の禁止を示しまず。 

〇 

強宙 IJ 

行為を強制*拍示ずるの貿を示しまず。 

A 

注意 

注意を促す内容ををしまず。 


A 咨告 

‘ガソリン等の揮発巧の高い巧はお巧に巧巧しないで<ださい。應発ま放や义災の 
巧因とな y まず。 

0 

‘巧が巧のガスを発をずるちの（シンナ ー• ガソ IJ ン‘し PG ) を巧っている巧巧や、 
居いてある场巧ではヒーターを絶対に使用しないでください。引火して爆発事故や 
乂おを引さ起こすおそれがあ y まず。 

〇 

- を用中は必ず定巧的 （1 時囲に1〜2回）に沒気を巧い、巧鮮なち氣をなおして 
ください。齒気が行充ない场巧での症巧はしないで<ださい。匯棄が不足して 
不完を燃烧にな y 、 一度化炭素中蚕になるおぞれがあ y まず。 

A 

*スブレー击専の密团容器を加おしないで<だ巧い。また、族の当たるところに 
スプレー击等を星かないでください。スブレー击きが湿発し、クガをする巧因と 
なります。 

S) 

‘ヒーターを库用している場所で、スプレー定製吊を便巧しないでください。スプレー 
抽こ輔されているガスには引ん唯のものびあん乂泌-臘のちお巧があ y まず。 
また、スプレー裝品の拉みこよん不完をお巧を招<危该巧があ y まず。 

〇 

- 可燃性が産（巧くずや木くず、お雑くず等）が発生ずる場巧では巧用しないで 
ください。ヒーター巧にモれ5が吸い这まれると加热され、火のがとなって吐さ 
出され火災-やけどの原因になでず。 

S) 































必咨き 

‘賺中や、消ん准が)30かま ㈱ 脱 BS 辺に手など借れないように注意してください。 
やけどのおモれげあ y ます。 

A 

•巧気取 y 入れ□や巧な部をまがないでください。塞ぐと、異常燃規や乂災の原因に 
なります。 

Q 

* 改造はあ巧にしないでください。巧巧*乂災の巧因にな y 大変ち巧でず。 

Q 

•雨や里、水がかかるとこ5や、湿巧め高 U ところでは植巧しないで<ださい。 

愚巧するおそれがお y ます。 

〇 

* な该やお手入れの房は必ずスイッチを切ん差込プラグを巧いて巧ってください。 
スイッチを入れたまま点檢-お手入れをすると感巧や思わめ事故の原因とな y ます。 

〇 

* 運お中はヒーターにおす巧や動物をおづけないで<ださい。誤って轴れてやけどや 
ケガをするおそれがあ y まず。 

Q 

* な义巧巧を3回揉 y 返し巧ってち着义しない時は、モれな上热 y 返しての点か巧為は 
巧わないで < ださし、。 

Q 


也を意 

* 燃規中は义お巧比のため、ヒーターのおくに物を覆かないでください。ヒーター0 
巧病部巧方 2. 已 m な上、巧気取入口後方 2 m が上、上方向 2 mUtb 、 左ち百 m 
な上のを巧をお持してください。 

〇 

* 巧熟部前方呂. 5 m な巧に适へい物を匿かないでください。異巧燃おや火災の 
巧因にな y まず。 


* 親れた手で操作しないでください。感巧の巧因とな y まず。 

Q 

•径有が高い所 （ lOOOm 扮上）では空爲が薄 < au 着义、燃焼がでさない场をぜ 
ありまずのでご注意ください。 

A 

* 運転中、おがの巧すび悪かった y 、 におい、ほ等の異巧に篇巧いた時は、ちちに 
巧巧を中化し、販売店に連箱してください。 

A 

‘ヒーターを使用ずると床面び扇品にな y まずので、巧憶けのおぞれがある木製巧 
-街おお床等では®巧しないでください。 

A 

‘ヒーターを移画する除は、必ず乂をおしたが態で移動してください。义がついた 
まま段動しまずと、お阁窜によ y 、 やけど等のクガや义おめ原因にな y まず。 

A 

‘ヒーターの上に物をおせないでください。乂决の巧困にな y まず。 

G 

* ヒーターの放蘇部にダクト等を读孫しないで<ださい。勇ち燃巧や义おめお西に 
な y まず。 

G 
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逆 i 注意 

•お巧時は必ず、ヒーターの運転を居止し、お乂を巧謡してか5行ってください。 
义がついたまま給油しますと、乂おや事巧め巧因にな y ます。 

〇 

*巧;巧がな:についた時は、せっけん等ですぐに洗い济してください。巧巧にを巧を 
起こす巧能ながお LJ ます。 

A 

* 括用巧厕赌佩こ表示しておる巧圧でご使用くださ U 表^酒且が卜で使用しますと、 

火おや男ち燃巧-感巧-巧巧の原因にな y まず。 

A 

* 旧液规ま鈴おに表示してある旧液致で必ず淀用してくちさい。拒定喊タトの巧液敎で 
话用しますと、勇ち燃巧*巧巧* 乂災の原因にな LJ 大変ち K です。 

A 

- 感巧防止のため、泌ずアース（活化）を紀をしてご度巧ください。ホ接おでめ 
括用は、感巧のおモれがお y ます。 

〇 

‘タコ是配巧はしないでくだ迂い。配な器員が遇熟して火災になるおそれがあ y まず。 

S) 

•巧源コードは大切に巧ってくおさい。葉込プラグを巧くヒ3は、巧おコードを 
持たずに差をブラグを技って巧いてください。 

A 

* 電源コードを引っ巧ったし丄巧 y 曲げた y 、 加工した LJ 、 甜暴に源りないでくださし、 
また梅等は載せないで<ださい。感巧や、ショートの巧因にな y まず。 

(S) 

‘取風巧れた脚解 g 員力巧と5ないでくださし、乂災 * 感巧-巧居の原因にな y ます。 

A 

‘ 点検*手入れは化ずおかして差をプラヴを巧いてから巧号よ奇にしてください。 

感巧のおそれがあ y ます。 

(S 

* 為巧*手入れをする時にお火ち後は巧お部が親くなっているため、巧をたが態で 
巧ラよ貢じしてください。やけどをするおモれぜあ y ます。 

o 

-燃おおれをしてまおさはすぐに使巧を止めおち店に祖紀してください。引义ずる 
おそれがあ y ます。 

(S 

* 点义操作をは巧な部に顔寄をおづけないで<ださい。やけどのち换があ y まず。 

(S 

* お乂操作をは义が完をにおをたことを確認するまで、 Si れないで< ださい。 

A 

* 差込プラグをコンたントに爱しをむ前に、スイツチがのれていることを租認し、 

度用後及びち巧の際には、おずスイッチをのって差をプラグを巧いて<ださい。 

A 

* 使用しないとき、ま讶ん巧資の瞭はお乎樣の手の届かな L 搞师こお管してくださし、 
また雨や湿気のかかる场巧は適けて<ださい。 

A 

* 長期巧度用しないとさ、または、巧育•廃黃の场をは、必ずおおタンクのな;巧を 
巧いてをじしてください。 

A 
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公を意 

-ヒーター使用時の西囲品度は、 一20 で〜40ででご使用ください。旧囲の品度び 
40でな上にな y まずと、ヒーターが加蘇され、巧度•义災め巧因にな y まず。 


•消火ずる原は必ずスイッチを切 y 、 ヒーターが完をに倍止してか6、差込プラグを 
巧 U てくだをい。差込プラグ寒抜いてのおおはしないでください。故居•义おの 
原因とな y まず。 


-ヒーターはホ面が不安定な坦巧、傾なしている场巧では®田しないでください。 
また、おくに不安定な巧荷のあさ場巧や、巧段•が常 □ (猫曲])、部屋の出入□では 
巧吊しないで < ださい。 

〇 

• ヒーターは風の強いところや、湿気のをいとこ5、ほこ y やを属紛の巧遊して U 奇 
场巧では淀用しないでください。また、人の移動の巧害になる場所では植用しないで 
ください。 

〇 

-ヒーターをスポージ会場等、人や物が行さまずる場所で使用する场をにはヒーターに 
人や物が当5ないよ5注意してご使用ください。 

〇 

* ヒーターは泌ザ等巧の業まに ffiis して巧勇してください。不法蜡 m は絶础こしないで 
<ださい。 

A 

-ヒーターを譲巧する场をは、がず取の曲巧呈を雨巧して<ださ U 。 

〇 

-口班 （J 1 S 1号)なタトの油（ガソ U ン‘お巧寄）は絶巧に使用しないでください。 


-を頁な泣（ひと受持ち越しの巧油や、巧管が態が適切に行われていない幻;巧）、 
不純灯巧(水やオイル等り油がタトの物が君入)の度用はおやめ<ださい。磯器の 
巧盾や男ち燃規、不完を燃烧の原因にな y まず。 

〇 

•給®ロキサップをかした5、掩実に締めて<ださい。締め方が弱いと、燃料が 
おれて义おの巧因にな y まず。 

A 

•巧运自動消义装屋の作動なちをずると3に放駐部め因囲を持たないでください。 
やけどしまず。 

A 


♦動物闻育施おで巧巧ずさ场合は、 1 〜4ページめまを上のご注意の他に、巧にが下のことに 
注意してご®巧 < ださ U 。 


A を意 

-ま毎びぶつかってヒーターを倒した y 、 巧した y ずると火おめ原因にな y ます。 
また、巧度装屋ぜ作動する穿の巧巧せめ消おによ y 、 家畜が巧巧するおそれが 
ありますので、ヒーターにま雷が斤づかないよ弓艦をして、寸皆ごち意<だけり。 


* 長い時旧、溫風に接しまずと、家畜がほ温やけど■お水ながをおこずおモれが 
あ y ます。ヒーターじ塞亀が近づかないよラ、冊等をお屋して~^づにごを意ください。 

〇 

-»さわらやおがくす等の巧贿物がをい场巧では、巧きわちやおがくずきを取 y 描さ、 
适苗使用の百.己 m 臥上のを聞をあけ十おを意してごを用ください。 

〇 

-沒気び不十分じな5ないよラに、1時旧に1〜2回は汤気してください。お人に 
な y ますと、換気び不十かにな LJ 、 函巧や中基をおこし、家畜が死 t するおそれが 
友 y ます。 

〇 
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庶科タンク 



[仕様】 

- 


sr 

KH 5-60 

KH 6-6 Q 

巧 巧 

AC 100 V 50 HZ 

AC 1 OOV 白 OHz 

S S 7 r ~ 

点火時： 90 W 懸時 ：70 W 

宙 巧 

ぶお式*ち乂お 

な 火 巧 瓦 

属圧巧巧点义方武 

巧 出 刀 

18. 1 kW 

游巧苗貫 S 

1，71 L/h 

成巧タンク得 a 

11 L 

燃巧巧お時闲 

巧6時抵 

巧 用磕巧 

巧® CJ I S 1 号な a ) 

"*3 B ST 

6曰 dB (島さ1 m •巧销1, 5 m ) 

巧巧ヒユース 

3 A (な 5. 2 mmx 20 mm ) 

S 巧コードち ご 

約 2 m 

本 巧 可；ま 

W 已 90 mmxD 3 S 0 mmxH 550 mm 

買 a 

の1 5 kg 

巧を 装 舌 

なお自動お火装苗 

巧ち巧制姻装更 

遇な防止装屋 

迪負荷な護装星 

居巧巧を装屋 


《製品は改良等のため、そを巧くか巧-ホなを変更ずることがあ y ます。 


【アース（接地）】 

應巧防止のちめ、化ずアース{接地）巧巧を 
してご使巧ください。未巧おでの使吊は、 
度巧のおそれがお y まず。 
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【ご使用前の準備】 

^を意 

-ガソリンなどの巧発ほの高い®は絶巧に使用しないでください。應お事巧や义おの巧因と 
な y ます。 

‘灯油が谢こついた陆ホ、せっけん等です<に洗い流してくださし、助みこ湖£を起こす巧を性が 
お y まず。 

•紀巧時はおず、ヒーターの運転を惇化し、消乂をお認してが5巧ってください。义ぜついた 
ままお a しまずと、义おやまなの巧因にな y まず。 

‘打巧 (J I S 1 号)なかの姐(ガソリン-扱巧等)は組辄こ度用しな U でください。 

•を質灯;巧（ひと夏持ち越しのなかや、巧管巧態が適のに巧われて U ない巧な)、不純な巧 
(水やオイル等な a が外の物が混入）の便巧はおやめください。接器の巧苗や男な燃焼、 
不完を燃焼の巧因にな LJ まず。 

•拍巧ロキヤップをタトしたら、巧実に稀めてください。締め方が巧いと、燃料がおれて火おの 
巧因にな y まず。 


•燃料（の®)が乂つていない場合 
〇給®方法 


•美込プラグをコンたントかろ抜さ、スイツ子が 『OFFJ になっていることを巧詔しまず。 

• 本巧を水平で巧定した场巧におさます。 お:巧〇ス^'^レー十 

‘給;巧□のキヤツブをタトします。 な® 

• 給油□ストレーナにゴ吉がついていないか点巧して<ださい。 

ついていた场をは、容器に打;巧を入れ給® ロストレーナを 
洗って < ださい。 

X を®□ス h レーナを洗った巧庙は燃巧タンクに入れないで 
ください。巧巧の原因じな y ます。 

•鮮料タンク巧に水や、ゴミが入って U ないかな毎してくださ U 。 入っていた塚合はががタンクの 
お拓をして < ださい。 

‘給®□ストレーナを取 y 巧けた巧おで、巧 fi かを見なが5なか （J I S 1 号）をこぼさないよ弓 
を意しなが5なのポンプで、 as けのがが巧表示じなるまで給なします。また、お®中に巧;巧が 
こぼれた场合は、ウェスきでおずがき取って<ださい。 

•給曲が巧了した5、お®□キサツブを租実に節めてください。キャップの締めが贸いと、移動等の 
時に巧曲がおれることがあ LJ ます。 




《「ち J 表示までの給油は、温度による打巧の胺巧等で口巧がなれさ盾 R があ y まずので、粗加こ 
しないで < ださい。 
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•燃料（巧®)が入っている場を 

〇点义前のま意 

-巧巧はおず消火し、コンたントか5差込プラグを巧いて行ってください。 

•点义巧にお巧おれがないか宿認してください。おれていた场さは、使巧を中止し販売店にご巧談 

ピド寸い 

-ヒーターの囲! J にほこ y やゴ吉がついていないかな巧して<ださい。ほこ y やゴ S が巧まっていた 
坦合は、拥除楼でのい取るか、軍手をはめ、ウェス背でほこ y 等を巧 y 陆いてください。 

•おおタンク巧のな该をしてください。筋料タンク巧のおに水やゴミが谓まって U た场合は、が料 
タンクの巧除をして<ださい。 

【運拓方ま】 

•点义 

A を意 

-ヒーターを植巧ずると床面が島温にな y まずので、ホ規けのおモれがおる木殺ホ-巧 fl 旨製巧等 

-点义巧作をはぶな部に巧等を近ヴけないでください。 

-ほやにおいなどがおる萬な燃巧び起さたとさは使巧を止めてください。 

_ ■ 着义が巧認がされるまでヒーターから能れないでください。_ 

•巧量けの目巧び 「0 J め時はを®をして<ださい。 

-ホタト*ヒーターを水平で巧ちした场巧に居きまず。 

* ホ外はヒーターの巧療部巧方 2. 己 m が上、空気巧入口巧ち 2 m な上、上方向 2 mlU 上、左ち 
を百 mJU 上のを巧を空けてください。 



①スイツモげ 「 OFFJ じなつて U ることをお話し、 
差込プラグをコンたントに差し込みます。 

©スイツチを rONJ にしまず。 

《巧おランプが点滅して運おが巧おされない塚合 
下记の巧因がちを5れまず。巧因を取りおさ、 

再お動してください。 

1.水平でまちした场巧に曲舌していない 
日•スイツチが ON の巧想で差込ブラヴをコンわ 
ントに差し込んだ 
3* 遇お防止装居が俩いている 
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庶巧タンク巧に水やゴミが入っていないか庙詔してください。水やゴミが入っている場をは捕除を 
してくださ U 。 

巧 s 自助消火裝巧の巧動点検をおこなって<ださい。 

® が規しているヒーターを巧を、またはだちに径らしてください。やけどをしますので班巧に 
巧お部を待って裡5さないで < ださ U 。 

這)巧 S 目動消火装亞が作動して、目動的に消火ず3か巧詔してください。 

® 巧な义する场をは、スイツチを OFF にし、ヒーターが完をに官止してか5、再度スイツチを 
入れて巧な义してください。 

@巧8自動お乂巧屋が巧画しない馬さや、巧点乂しない场さは、おを店にご巧該ください。 


-着火しながった场をはスイッ子を切って、再度入れてください。 

-な义揉巧を3回翔 y 返し行っても着乂しない瞬んをれな上揉 y おしての点火行為は行わないで 
<ださい。 

- X 購入を初めてのご梗用や、長期间洁用しなかった场合、な乂を、臭いげ発ちすることが友 LJ ます。 

しば6く燃巧させるヒ臭いは消をますので、巧覆を十分行いながら任用して<ださい。 

《使い初めや、括用中燃おびのれたをにお巧をしてち点火した時等、配管巧にエアーが入ると、 
な义時に思煙び一瞬発ちする事があ y ますげ、巧盾ではあ y ません。 

-化资や振動等で巧度自動お义装査が作動して運おび居化した時じちな火する巧さは、スイッ于を 
OFF にし、ヒーターが完をに居止してから、再度スイッチを入れて再点义してください。 

•お乂 

A を意 

-稱义巧巧をは义が完をにおをたこヒを植詔ずるまで、崩れないで<ださい。 

•おおすさおはおずスイッチを切 y 、 ヒーターが完をに信止してか5、差込ブラグを巧いて 
ください。差込プラヴを巧いてめお次はしないでください。巧巧•お泌め原因とな y まず。 

©スィッチを 「 OFFJ じします。 

皂)火をおしたを、ヒーター巧冷やすために曰お桂なフアンが動きおけてお义び孩了します。 

資虎をにヒーターが居止したことを巧惑してから、差込プラグをコンじントから巧いてください。 


【保守と点検】 

A を意 

■な巧-手入れは化ず消义して差込ブラグを巧いてか6巧うよラにしてください。感電のおモれが 
sy ます。 

■な巧-手入れをずる后に巧乂直をは破南部がみ<なつているため、ををただ態で巧弓よラにして 
ください。やけどをするおそれがあ y まず。 
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参燃がタンクの点検 

①給巧□キサップとお;巧ロストレーナをかして < ださい。 
@お巧タンク巧部にゴ吉や水がちまっていないか面詔して 
<ド叶い。 

這)たまっていた坦合は扁除をしてから、たまっていない 
お合は給 a □ストレーナを抬巧□に頸 LJ がけ、お巧口 
キヤップを巧実に巧めてください。 


参フレームアイの点検 



® バーナーカバーを 止めているネジ4本をみし バーナーカ"一を 取ります。かしたネジをなくさない 
A 号;主意してくださ Ua 

运)フレームアイを止めているネジ£本をタトし、巧光面めちれをちて<ださい。されいなとさは透明でず。 
@巧光面が巧れていた場合は、まらかい巧や辅 W でないてちれを isy 除いて< ださい。 


@フレームアイを巧実に取 y 巧けまず。 



参ヒューブの交搜 


® バーナーカバーを 止めているネジ4本をタトし バーナーカバーを 取 y まず。タトし尼ネジをなくさない 
A ラ注属してください。 


@基巧左上にあるヒューズを取 LJ タトしてを沒しますヒュープは 3 A (ゆ百， 2 mmx 20 mm ) の 
ちのを使巧してください。 

@バ ーナー カバーを元に房してください。 
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令運送について 

■巧に巧んで運 V 巧场合は、燃おタンクに入っている灼巧を括油ポンブなどで巧いてください。丹油を 
巧かないヒ節送時のお動等でなながおれ出すおそれがあ y まず。 


♦長期間馆田しないとま（シーズン終了時など） 

-差込プラヴをコンたントか5巧いてくださ U 。 

•燃巧タンクに残っている灼巧を抬;巧ポンプなどを使用して完をに巧さ取って < ださい。 

(瓶なタンクに灯曲を入れたまま長期旧店巧しな L 化畑防)幾質し、巧臣席田する脖に替义し妨りたし」、 
不完を紹巧や、燃沒中に黄臭を発生することがあ y ます。） 

-本体み測の巧れは、中巧洗剤を巧ってスポンジや固く校ったまらかい巧でなさ巧ってください。 

-給な□のキサップをしつか y 巧め、本体にほこ y やごみが巧力ないよ3にして、 B が曰光が当た5ない 
お迈しめ良い场巧でほ管してください。 



•巧障かなと思った 5 

-物1のな巧をずる前に、巧のよ5なな巧は巧盾ではあ y ませんのでち弓一度巧詔して<ださい。 


巧が 

巧因 

初めて佳った時に、においや垣が出る。 

a 分やホコ U などが巧けるためです。しばらくたつと 
なくなります。 

初めて度った時や燃科が切れて給油した 
あなん寸る時に巧なボンブカ^したり 
萬ち•夏臭-黒垣び出る。 

田管内に空気が入ってい S ためでず。点义*着义を行い、 
致管内のををが巧けると巧巧びお<なります。 

な义時や消义時に時々本化から萬宜ぜ 
する。 

バーナー部のを届がおなや収搞している百ですので 
黄色ではありません。 


参トラブルの原因と巧策 


トラブル 

ぉ因 

巧策 


‘ 差込プラグがコンたントに毎統 
されていない 

- 差込プラグをコンたントに差し 
込む 

動かない 

- 侯更していさ 

‘ 巧力復捕後、再扁义ずる 


- ヒューブが切れている 



- 巧巧致び合っていない 

-宿定巧巧数を巧ラ 

着火しない 

■燃おのれ 

-燃おを巧給する 

- 燃おタンクに水が混入している 

■燃料タンクをきれいにし、新しい 
がおを括化する 


-燃料が不民 


-巧お自動おお装芭が作動した 

- 本巧の水平を巧頭し、 一 ^11^ぞ 
官止した後、再点おを巧3 

が規中に巧竞さ 

‘ フレームアイが巧れている 

-フレーム アイをきれいじする 


•お料切れ 

- 燃おを巧抬する 


‘ お料の入れすぎ 

- aa かの 「 iffij な下の S にする 

がおおれ 

- 送巧経度か5の燃料おれ 

- ただち使巧をを止し、お買いまめ 
版ち巧へ巧巧ずる 


-巧圧が低い 

- 巧圧陷下の原因を取 y 孫< 

埋 * スス * 臭いが出る 

■因巧致が合っていない 

- 宿定巧巧数で巧巧ずる 

巧な板からおが出る 

- 燃料タンクに水が混入している 

•燃料タンクをきれいにし、新しい 
が科を括化する 


- 燃料が不良 

• X 上品ゆち;ちになってち a ! 

自されない場合にはお買いずめ化ち店または巧なお客を巧謗苗口にな摇 


してください。適梢のおは製造番号*お武 * 巧«をおなをください。 
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